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中川尚史,下岡ゆき子 (京都大 ･院 ･野),鈴木滋 (龍谷
大 ･国際文化),高橋弘之 (錐介女子大 ･児敢)
本研究は,純野生ニホンザル個体耶間で性交渉パタ
ンを比較すること通じて,その進化要因を探る目的で
行なった.
本研究の一環として,2005年および2006年に鹿児島
県屋久島西部低地林に生息する半山E群を対象にした
調査は終え,すでに一部ではあるがデータ解析済であ
る.今年度は,その比較対象として宮城県金華山島に生
息するA群を選び,全く同様の方法で調査を行う予定
であった.本調査の方法上の特徴として3名の調査者が
同時にそれぞれ別の個体を追跡し,概ね交尾李を通じ
て継続する点にあったが,諸般の事情から調査者 1名に
よる10月約3週間の調査に留まり,得られた結果は予
備的なものとなった.しかしながら,性交渉パタンにお
いて幾つかの明瞭な違いが認められる見込みが狩られ
たので,ここに報告する.
射精にまで至ったマウンティング･シリー 声の平均時
間長はα雄以外の群れ雄9.28分,群れ外雄 12.05分,平
均マウント回数はそれぞれ 16.6回と15.5回,平均総ス
ラス ト数はそれぞれ60.1回,44.3回であった.これらの
値を2007年の金華山同様,発I柵 亡の多い交Fi卒であっ
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